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▲あいさつ坂。春には一面桜色に染まる

も
う
す
ぐ
県
立
安
達
東
高

校
の
シ
ン
ボ
ル
“
あ
い
さ
つ

坂
”
が
桜
色
に
染
ま
る
季
節

が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、

最
後
の
入
学
生
を
迎
え
ま
す
。

今
年
の
四
月
に
は
創
立
五

十
周
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

時
代
の
流
れ
の
中
、
来
年
に

は
二
本
松
工
業
高
校
と
の
統

合
が
待
っ
て
い
ま
す
。

か
わ
ら
版
で
は
、
岩
代
と

共
に
歩
ん
で
き
た
安
達
東
高

校
を
数
回
に
分
け
て
特
集
し
、

五
十
年
を
回
想
し
ま
す
。

▲安達東高校のマスコッ

ト、蜂のタッピー

《
母
の
日
の
贈
り
物
に
。
４
月
下
旬

～
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
販
売
始
め
ま
す
》

安
達
東
高
校

で
は
今
年
も
農

業
コ
ー
ス
の
生

徒
さ
ん
が
育
て

た
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
の
鉢
植
え

を
販
売
し
ま
す
。

直
接
、
高
校

で
も
購
入
で
き

ま
す
が
、
二
本
松
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
で
の
販
売
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、
お
届
け
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
学
校
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
４
３‐

５
５‐

２
１
２
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（
安
達
東
高
校

草
花
担
当
／
菅
野
）

今
年
も
あ
い
さ
つ
坂
に

春
が
や
っ
て
き
ま
す
！

▲安達東高校の移り変わりを見守ってきた桜並木

農業コースの活動と
主な受賞歴を紹介します

～創立50周年おめでとう！今までありがとう～安達東高校特集①

安達安達東高校半世紀の歩み

安達東高校設立から統合までの軌跡を紹介。

1973年4月：安達高校の岩代・大平・針道各
分校を分離し安達東高校とし、岩代
・大平・針道校舎として設立

1977年4月：全日制課程に転換
1980年3月：統合校舎第一期工事竣工、岩代

校舎新校舎（旧岩代町字下長折地内）
へ移転

1981年3月：統合校舎第ニ期工事竣工、大平
・針道校舎を新校舎へ統合

1989年4月：農業科、産業技術科と改名
1991年4月：新制服制定
1997年4月：総合学科設置・第一期生入学
2023年4月：二本松工業高校と統合予定
※農業コースは福島明成高校へと集約予定

安達東高校農業コースは、地域の協力のもと、養蜂や有機ＪＡＳ認証（有
機農産物）、ＪＧＡＰ認証など特色ある教育活動を実践しています。また
ＳＤＧｓにも積極的に取り組み、環境に配慮した持続可能な農業を推進し
ています。その中から受賞歴の一部を紹介します。

＜2019年＞
★令和元年度福島県学校農業クラブ連盟研究発表大会
プロジェクト発表分野Ⅰ類 最優秀 題目「第３のみ
つの品質向上とモザンビークへの近代養蜂技術の支援」

＜2020年＞
★第６回ふくしま産業賞 学生部門 学生奨励賞
ＳＤＧｓの目標達成のため、県内農業高校で初となる有機ＪＡＳ認証を取得し
たことや全校生の意識を高める活動に積極的に取り組んだことが評価された。

★未来につながる持続可能な農業推進コンクール「有機農業・環境保全
型農業」部門 東北農政局長賞 受賞

★こおりやまSDGsアワード 受賞
JGAP認証に加え、県内高校初となるJAS認証を取得することで野菜作りの透明
性を高めている点、持続可能な農業の実践に取り組んだ点が高く評価された。

＜2021年＞
★令和３年度福島県学校農業クラブ連盟研究発表大会 プロジェクト発表
分野Ⅰ類 最優秀 題目「安達東高校 オーガニックプロジェクト」～ＳＤ
Ｇｓの目標達成と有機栽培を取り入れた持続可能な農業経営、流通について～

★第7回ふくしま産業賞 学生部門 学生奨励賞【２年連続】
持続可能な農業を推進し有機栽培を実践。地元企業と連携し流通経路の確保や
販路拡大に取り組んだことが評価された。

卒業生

安達東高校・卒業生

の声を募集しています！
★懐かしい思い出等を聞かせて下さい★

連絡先☎0243－65－2777 岩代

支所・集落支援員まで
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シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
た
「
塩

の
道
」
。
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

か
つ
て
は
、
相
馬
か
ら
二
本
松

を
結
び
、
貴
重
な
塩
や
海
産
物
な

ど
を
運
び
、
参
勤
交
代
の
帰
路
に

も
利
用
さ
れ
て
い
た
道
で
し
た
が
、

険
し
い
道
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、

新
し
い
道
が
開
設
さ
れ
、
歴
史
を

伝
え
る
道
標
や
石
塔
も
草
に
う
ず

も
れ
、
沿
道
の
管
理
も
ま
ま
な
ら

ず
、
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

こ
の
歴
史
あ
る
「
塩
の
道
」
を

沿
道
に
あ
る
数
々
の
文
化
財
な
ど

を
見
な
が
ら
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

令
和
四
年
度
の
新
規
事
業
と
し

て
「
塩
の
道
」
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

重
い
塩
俵
を
左
右
に
背
負
い
、

荒
い
息
を
吐
き
な
が
ら
塩
荷
を
運

ぶ
牛
馬
、
参
勤
交
代
の
総
勢
三
百

人
も
の
相
馬
藩
大
名
行
列
、
相
馬

野
馬
追
見
物
に
向
か
う
人
々
、
幕

末
、
急
ぎ
江
戸
へ
赴
く
二
本
松
藩

士
な
ど
、
遥
か
昔
を
思
い
描
い
て
、

東
和
伏
返
か
ら
岩
代
荒
井
ま
で
を

自
動
車
と
徒
歩
で
講
師
の
説
明
を

聞
き
な
が
ら
走
破
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

岩
代
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

～
「
塩
の
道
」
⑧

I
 
L
o
v
e
 
I
w
a
s
h
i
r
o

⑯

～
岩
代
運
動
場
周
辺
か
ら
の
眺
め

◇紹介してくれた方◇

佐久間淳さん

「私の家の目の前の空き地

からの眺めも最高ですが、
近くの松ヶ丘住宅団地の“み
んなの公園”からの眺めも桜
や季節の花、緑に彩られてす
ばらしいです」

私
に
と
っ
て
小
浜
の
ベ
ス
ト
ス
ポ

ッ
ト
と
い
え
ば
、
岩
代
総
合
文
化
ホ

ー
ル
と
運
動
場
を
見
下
ろ
す
丘
の
上

か
ら
の
安
達
太
良

山
の
眺
め
が
ま
っ

先
に
浮
か
び
ま
す
。

そ
の
風
光
明
媚

な
場
所
に
私
の
祖

父
の
家
が
あ
り
、

幼
い
頃
に
遊
び
に

行
っ
た
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。
三
年

前
、
結
婚
を
機
に

そ
こ
に
移
り
住
み
ま
し
た
が
、
山
と

雲
の
織
り
な
す
風
景
を
見
る
こ
と
が

毎
日
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
階
リ
ビ
ン
グ
の
窓
辺
か
ら
も
安

達
太
良
山
が
眺
め
ら
れ
ま
す
。
朝
の

澄
ん
だ
光
の
中
で
見
る
山
並
み
は
雄

大
で
美
し
く
、
時
に
は
神
々
し
く
さ

え
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
夕
暮
れ
時
は

茜
色
の
光
に
照
ら
さ
れ
、
優
し
い
彩

り
が
加
わ
り
ま
す
。

昨
年
、
隣
家
の
外
壁
に
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
が
設
置

さ
れ
、
そ
こ

か
ら
の
安
達

太
良
山
の
映

像
の
ニ
十
四

時
間
ラ
イ
ブ

配
信
が
始
ま

り
ま
し
た
。

「
い
わ
し
ろ
夢
現
塾
」
と
い
う
地
元

の
会
に
よ
る
活
動
で
、
「
合
戦
場
の

し
だ
れ
桜
」
の
ラ
イ
ブ
配
信
も
行
っ

て
い
ま
す
。
春
は
運
動
場
周
辺
の
桜

並
木
も
見
事
で
、
安
達
太
良
山
と
桜

景
色
が
絵
の
よ
う
に
美
し
い
で
す
。

岩
代
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

岩代地域に関する知識を深められる豆知
識＆ミニテスト付パンフレットを紹介し
ます。興味深い発見があったり、地元を
見直すきっかけになるかもしれません。

●＜いわしろなぞナゾ珍発見ＭＡＰ＞
「埋もれてしまっている地域の宝を子ど
もたちに伝えたい」という思いから、岩
代公民館が制作。「いわしろの謎！」と
して約30問が出題されています。子ども
だけでなく、大人にも答えられない難問
も。興味のある方は、下記まで。
〇岩代公民館 ☎0243‐55‐2260

岩
代
を
愛
す
る
人
が
お
勧
め
す
る

地
元
の
魅
力
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
。

十
六
回
目
は
、
小
浜
・
芳
池
地
内
に

住
む
佐
久
間
淳
さ
ん
で
す
。

▲岩代総合文化ホールと運動場の背後に雄大な山並みが広がる

◀安達太
良山の眺
めを24時
間ライブ
配信中。
上のQRコ
ードにア
クセスく
ださい！

▲“みんなの公園”からの眺め

～あなたは地元、岩代のことを
どのくらい知っていますか？～

小浜

★小浜小3年生が制作★

＜小浜 (おばまけんてい)＞
～あなたは〇級ですか？～

小浜小学校の3年生14名が総合学習

の時間に学んだことを問題にまとめた
＜小浜検定＞が完成しました。「小浜
城を築城したのは誰？」「天狗塚に石
を投げたのはどの山から？」「岩代図
書館にある本の数は？」といった歴史
や伝説、公共施設等に関する40問を出
題。採点形式で
1級～5級に判定
されます。
興味のある方

は、下記まで。

〇小浜小学校 ☎0243-55-2238

※市ウエブサイトではカラー刷「かわら版」を掲載中です。「二本松市 集落支援員便り」と検索ください。


